
議
会
運
営
委
員
会
行
政
視
察
報
告

　

11
月
10
日
か
ら
12
日
ま
で
、

議
長
を
含
む
９
人
で
、
福
岡
県

古
賀
市
と
佐
賀
県
嬉う
れ
し
の野
市
で
、

議
会
運
営
、
議
会
改
革
等
に
つ

い
て
行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

古
賀
市
は
、
九
州
の
北
部
に

位
置
し
、
福
岡
市
や
北
九
州
市

に
近
接
し
て
お
り
、
古
く
か
ら

交
通
の
要
所
と
し
て
栄
え
た
豊

か
な
生
活
環
境
の
整
っ
た
ま
ち

で
す
。
平
成
９
年
に
市
制
を
施

行
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

11
月
４
日
か
ら
６
日
ま
で
、

沖
縄
県
糸
満
市
の
「
新
し
い
公

共
交
通
検
討
事
業
」
及
び
「
浦

添
市
の
地
域
通
貨
」
に
つ
い
て

行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

糸
満
市
の
送
迎
バ
ス
活
用
モ

デ
ル
事
業
と
し
て
、
協
力
事
業

者
（
民
間
事
業
者
）
と
の
連
携

・
協
力
の
も
と
に
、
既
存
の
施

設
送
迎
バ
ス
を
有
効
に
活
用
す

る
も
の
で
、
市
内
在
住
の
65
歳

以
上
で
１
人
で
乗
り
降
り
が
で

人
口
は
５
万
８
０
０
０
人
余
で
、

面
積
は
約
42
平
方
㌔
㍍
で
す
。

　

議
員
定
数
は
、
19
人
で
平
成

26
年
度
に
議
会
基
本
条
例
を
施

行
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
た
議
会

運
営
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

佐
賀
県
の
南
西
部
に
位
置
す

る
嬉
野
市
は
、
平
成
18
年
に
嬉

野
町
と
塩
田
町
が
合
併
し
て
誕

生
し
ま
し
た
。
周
囲
を
山
々
に

囲
ま
れ
た
の
ど
か
な
ま
ち
で
あ

り
、
緑
茶
栽
培
が
盛
ん
で
、
嬉

き
る
人
を
対
象
に
、
無
償
運
行

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
内

を
移
動
す
る
観
光
客
・
地
域
住

民
の
方
々
の
交
通
手
段
と
し
て

地
域
観
光
交
通
を
運
行
し
て
い

ま
す
。
路
線
バ
ス
と
タ
ク
シ
ー

の
中
間
に
位
置
し
、
利
用
者
は

事
前
の
予
約
が
必
要
と
な
り
ま

す
が
、
運
行
区
域
内
で
あ
れ
ば

希
望
す
る
バ
ス
停
か
ら
目
的
地

付
近
の
バ
ス
停
ま
で
乗
り
合
い

で
送
迎
す
る
も
の
で
す
。

野
温
泉
が
有
名
で
す
。
人
口
は
、

２
万
７
０
０
０
人
余
り
、
面
積

は
約
１
２
６
平
方
㌔
㍍
、
温
泉

や
医
療
と
の
組
み
合
わ
せ
に
よ

る
癒
や
し
の
ま
ち
づ
く
り
に
よ

る
定
住
促
進
や
交
流
人
口
の
拡

大
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

議
員
定
数
は
18
人
、
平
成
21

年
度
に
議
会
基
本
条
例
と
政
治

倫
理
条
例
を
施
行
し
て
い
ま
す
。

す
べ
て
の
会
議
の
原
則
公
開
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
生
中
継
で
の
配

信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

訪
れ
た
２
市
と
も
全
国
か
ら

　

浦
添
市
が
発
行
す
る
地
域
通

貨
「
察さ
つ
と度
」
は
、
『
市
民
・
行

政
・
事
業
所
に
よ
る
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
』
の
た
め
の
道
具
と

し
て
運
用
す
る
も
の
で
す
。

「
察
度
」
の
付
与
対
象
事
業
に

参
加
・
協
力
す
る
こ
と
で
「
察

度
」
を
入
手
し
、
そ
れ
を
個
人

間
の
交
換
や
協
賛
事
業
所
等
の

提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
対
価
の

全
部
ま
た
は
一
部
と
し
て
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
浦
添

市
が
考
え
る
地
域
通
貨
と
は
、

経
済
振
興
が
第
一
の
目
的
で
は

な
く
、
お
互
い
が
も
つ
感
謝
の

「
こ
こ
ろ
」
を
カ
タ
チ
に
す
る

表
現
手
段
で
あ
り
、
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
活
発
に
し
、
住

民
同
士
の
会
話
を
増
や
す
こ
と

な
ど
を
主
な
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

の
視
察
を
積
極
的
に
受
け
入
れ

て
お
り
経
験
豊
か
。
当
委
員
会

か
ら
も
積
極
的
な
意
見
を
述
べ

充
実
し
た
研
修
と
な
り
ま
し
た
。
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【
協
議
事
項
】

地
方
創
生
に
係
る
渋
川
市
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
（
案
）
及
び
渋
川
市

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
（
案
）
に
つ
い
て

　

人
口
推
計
で
は
対
策
を
講
じ

な
け
れ
ば
平
成
52
年
に
は
５
万

人
台
と
な
る
が
、
本
市
と
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
よ
り
、
７

万
人
を
目
指
す
こ
と
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

　

議
員
か
ら
は
、
進
捗
管
理
の

重
要
性
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た

財
源
を
し
っ
か
り
明
示
し
た
計

画
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

【
報
告
事
項
】

 

「
鉄
鋼
ス
ラ
グ
を
含
む
材
料
の

対
応
方
針
」
に
基
づ
く
渋
川
市

の
対
応
に
つ
い
て

　

国
・
県
・
市
の
連
絡
会
議
で

対
応
が
決
定
し
た
こ
と
に
よ
り
、

市
と
し
て
こ
れ
ま
で
調
査
を
行

っ
て
い
た
72
カ
所
に
つ
い
て
、

段
階
的
に
措
置
を
講
じ
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

議
員
全
員
協
議
会

の
あ
ら
ま
し

総
務
市
民
常
任
委
員
会
行
政
視
察
報
告



議
会
報
編
集
委
員
会
行
政
視
察
報
告

　

10
月
26
日
か
ら
27
日
、
親
し

ま
れ
る
議
会
だ
よ
り
づ
く
り
を

目
的
に
全
国
的
に
優
れ
た
町
、

宮
城
県
川
崎
町
へ
視
察
研
修
を

行
い
ま
し
た
。

　

川
崎
町
は
、
仙
台
市
の
南
西

に
位
置
し
、
人
口
９
５
７
５
人

の
山
間
盆
地
の
陶
器
が
有
名
な

町
で
す
。

　

議
会
だ
よ
り
づ
く
り
は
、
議

員
が
中
心
と
な
っ
て
読
み
や
す

い
紙
面
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
特
に
表
紙
の
写
真
は
、

よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
見
て
い

た
だ
く
た
め
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。
議
会
と
読
者
の
距
離
を

近
づ
け
る
よ
う
町
民
を
紹
介
す

る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
た
り
、
町

民
の
皆
さ
ん
に
原
稿
を
書
い
て

も
ら
っ
た
り
、
町
民
参
加
型
を

取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
文
字
も

分
か
り
や
す
い
配
慮
が
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

記
事
は
、
一
般
質
問
に
ウ
エ

イ
ト
を
置
き
、
一
人
の
質
問
に

１
ペ
ー
ジ
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

見
や
す
い
紙
面
づ
く
り
の
た
め

　

北
毛
地
区
で
隣
接
す
る
沼
田

市
議
会
19
人
と
渋
川
市
議
会
21

人
の
合
同
研
修
会
が
11
月
27
日
、

元
全
国
市
議
会
議
長
会
調
査
広

報
部
長
の
加
藤
幸
雄
氏
を
講
師

に
招
き
、
地
方
議
会
の
運
営
及

び
改
革
に
つ
い
て
の
講
習
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

地
方
議
会
の
制
度
と
特
色
の

話
の
中
で
、
議
長
の
任
期
は
議

会
の
代
表
と
し
て
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
た
め
議
員
任
期

に
と
写
真
を
多
く
取
り
入
れ
た

り
、
空
い
て
い
る
ス
ペ
ー
ス
を

多
く
と
る
と
い
っ
た
工
夫
を
し

て
い
ま
す
。

　

川
崎
町
の
議
会
だ
よ
り
は
、

毎
年
開
催
さ
れ
る
町
村
議
会
全

国
コ
ン
ク
ー
ル
に
何
度
も
入
選

さ
れ
て
い
る
議
会
だ
よ
り
で
す

が
、
さ
ら
に
全
国
一
を
目
指
し

て
が
ん
ば
る
意
気
込
み
が
う
か

が
え
ま
し
た
。

　

本
市
も
研
修
で
学
ん
だ
誰
も

が
読
み
た
く
な
る
、
そ
し
て
分

か
り
や
す
い
議
会
だ
よ
り
づ
く

り
に
心
が
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

と
同
じ
が
望
ま
し
い
、
住
民
を

代
表
し
て
チ
ェ
ッ
ク
す
る
立
場

の
議
員
は
、
市
長
及
び
執
行
部

か
ら
嫌
わ
れ
者
に
な
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
、
ま
た
議
会
だ
よ

り
の
充
実
を
図
り
、
住
民
に
読

ま
せ
る
努
力
が
必
要
だ
な
ど
、

全
議
員
が
真
剣
に
耳
を
傾
け
、

地
方
議
会
の
運
営
や
議
会
改
革

等
大
変
役
に
立
っ
た
話
が
聞
け

ま
し
た
。

　

ま
た
講
演
終
了
後
に
両
市
の

議
員
で
意
見
交
換
を
行
い
、
議

員
か
ら
は
以
下
の
提
案
が
あ
り
、

両
市
議
会
で
検
討
し
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

①
人
口
減
少
対
策
と
し
て
、
婚

活
事
業
等
を
連
携
し
て
開
催
で

き
な
い
か
。

②
湘
南
新
宿
ラ
イ
ン
の
延
伸
を

広
域
で
連
携
し
て
Ｊ
Ｒ
東
日
本

に
要
望
し
て
い
け
な
い
か
。

③
観
光
Ｐ
Ｒ
を
共
同
で
で
き
な

い
か
。

④
お
互
い
の
イ
ベ
ン
ト
等
に
議

長
等
を
招
待
し
て
は
ど
う
か
。

　

来
年
度
は
沼
田
市
で
開
催
す

る
こ
と
を
決
め
、
実
り
あ
る
研

修
会
が
終
了
し
ま
し
た
。
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沼
田
市
議
会
と
の
合
同
研
修
会

　

議
会
の
傍
聴
は
、
市
民
の
皆

さ
ま
が
議
会
活
動
に
触
れ
る
こ

と
の
で
き
る
最
も
身
近
な
方
法

の
一
つ
で
す
。
ぜ
ひ
、
議
会
を

傍
聴
し
、
議
員
の
発
言
や
活
動

を
、
直
接
ご
覧
く
だ
さ
い
。

10
月

▽
26
日
～
27
日　

議
会
報
編
集

委
員
会
が
宮
城
県
川
崎
町
に
行

政
視
察

11
月

▽
５
日　

岩
手
県
宮
古
市
が
視

察
来
庁

▽
４
日
～
６
日　

総
務
市
民
常

任
委
員
会
が
沖
縄
県
糸
満
市
と

浦
添
市
に
行
政
視
察

▽
10
日
～
12
日　

議
会
運
営
委

員
会
が
福
岡
県
古
賀
市
と
佐
賀

県
嬉
野
市
に
行
政
視
察

▽
11
日　

愛
媛
県
今
治
市
が
視

察
来
庁

議 

会 

往 

来


